　別　紙　
[bookmark: _GoBack]国際物流の多元化・強靱化に向けた実証輸送　応募様式（物流事業者等用）

	企業・団体名
	

	所在地
	

	担当者名
	

	連絡先
	所属：
電話番号：
E-mail：

	実証輸送の概要
	発送予定時期
	

	
	輸送完了予定時期
	

	
	輸送手段
・ルート

		
	発地
(港湾名、空港名、都市名等)
	着地
(港湾名、空港名、都市名等)
	輸送手段
※選択式

	例
	東京港
	バンクーバー港
	海上（コンテナ船）
	
	バンクーバー港
	シカゴ
	陸上（鉄道）
	1
	
	
	アイテムを選択してください。
	2
	
	
	アイテムを選択してください。
	3
	
	
	アイテムを選択してください。
	4
	
	
	アイテムを選択してください。
	5
	
	
	アイテムを選択してください。
	6
	
	
	アイテムを選択してください。

※出発地から最終到着地まで、区間ごとに分けて記載してください。（トランシップの場合は、行を分けてください）

	
	貨種・
貨物量
	


	実証輸送を希望する理由
	※従来の輸送手段・ルートを示した上で、実証輸送を希望する理由を具体的に記載してください。
例）従来はロサンゼルス港経由で海上コンテナ輸送しているが、北米西岸港の混雑によりスケジュールの乱れなどが発生したことを踏まえ、ロサンゼルス港を使用しないルートをBCPとして検討したいため。

	実証輸送で特に検証したい事項
（複数選択可）
	☐輸送コスト
☐リードタイム
☐輸送品質
☐輸送の際の手続き
☐トレーサビリティ
☐その他（　　　　　　　　）


	実証輸送に参加する荷主企業
	※物流事業者等が自ら実証輸送用のサンプル貨物を仕立てることを想定している場合は、その旨を記載してください。

	想定される費用
	※輸送にかかる費用の見積りを記載してください。

	特記事項
	※上記以外に特記すべき事項があれば記載してください。
例）国際物流に関して現在抱えている課題、欧州・米国方面への輸送実績、実証輸送ルート・手段の使用実績等


※可能な限り詳細に記載願います。
※本応募様式は、実証輸送の選定以外の目的では使用しません。
